
　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
三
日
㈪
午

前
十
時
よ
り
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
大
会
議

室
に
て
平
成
二
十
八
年
度
香
川
県
理
容

組
合
総
代
会
が
開
催
さ
れ
た
。御
囲
善
章

専
務
理
事
の
司
会
、
北
地
一
行
副
理
事

長
の
開
会
の
言
葉
で
定
刻
通
り
始
ま
っ

た
。冒
頭
全
員
で
熊
本
地
震
の
犠
牲
者
に

黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
、
そ
の
後
、
佐
藤
功

理
事
長
の
挨
拶
、特
別
理
事
長
表
彰
が
あ

り
、来
賓
の
祝
辞
に
移
っ
た
。
こ
こ
で
佐

藤
理
事
長
よ
り
緊
急
動
議
が
あ
り
、今
夏

参
議
院
議
員
選
挙
に
出
馬
さ
れ
る
磯
崎

仁
彦
議
員
に
香
川
県
理
容
組
合
推
薦
と

組
合
員
一
丸
と
な
っ
て
の
応
援
が
発
議

さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

来
賓
退
席
後
、
議
長
に
川
田
長
敏
氏

（
仁
尾
）、
副
議
長
に
石
川
悦
子
氏
（
高

松
）
を
選
任
し
、議
案
審
議
に
移
っ
た
。

審
議
で
は
提
出
さ
れ
た
各
議
案
が
異
議

な
く
原
案
通
り
採
択
さ
れ
、全
て
の
審
議

が
終
了
し
た
。

　
終
了
後
、七
月
に
行
わ
れ
る
四
国
大
会

で
の
理
容
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
出
場
す
る
山

地
里
美
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
が
あ

り
、
大
会
で
の
健
闘
を
誓
っ
た
。

　

大
西
等
副
理
事
長
の
閉
会
の
挨
拶
で

総
代
会
は
、午
前
十
一
時
三
十
八
分
に
終

了
し
た
。

　
総
代
数
六
十
五
名

　
出
席
五
十
名　
委
任
出
席
十
二
名

◆
総
代
会
議
案

☆
議
案
第
一
号

　
平
成
二
十
七
年
事
業
報
告
承
認
の
件

☆
議
案
第
二
号

　
平
成
二
十
七
年
収
支
決
算
承
認
の
件

☆
議
案
第
三
号

平
成
二
十
八
年
事
業
計
画
（
案
）
承
認

の
件

☆
議
案
第
四
号

平
成
二
十
八
年
収
支
予
算
（
案
）
承
認

の
件

☆
議
案
第
五
号

　
借
入
金
最
高
限
度
額
承
認
の
件

◆
特
別
理
事
長
表
彰

　
藤
沢
弘
順
氏
（
仏
生
山
）

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

佐
藤
理
事
長 

世
界
大
会
入
賞
！

　坂
井
竜
馬
選
手︵
綾
南
出
身
︶は
団
体
銀
！

香川県理容生活
衛生同業組合

　　発行人　佐藤　　功

　　顧　問　北地　一行

　　部　長　小松　芳浩

　　編集長　藤沢　弘順

　　題　字　空海書簡抜粋

　　印　刷　（株）モトヤマ

川田議長（左）と石川副議長（右）

平
成
二
十
八
年
度

  

通
常
総
代
会
開
催

　
三
月
二
十
六
日
か
ら
韓
国
・
高
揚
市
で

開
催
さ
れ
た「
Ｏ
Ｍ
Ｃ
ヘ
ア
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
２
０
１
６
」
で
「
マ
ス
タ
ー
ス
タ

イ
リ
ス
ト
ア
ワ
ー
ド
」に
出
場
し
た
佐
藤

功
理
事
長
が
五
位
に
入
賞
し
た
。

　
ま
た
、綾
南
支
部
の
坂
井
志
郎
氏
の
長

男
の
坂
井
竜
馬
選
手
が
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

に
世
界
大
会
に
初
出
場
。個
人
で
は
惜
し

く
も
メ
ダ
ル
を
逃
し
た
が
、
団
体
で
は

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
銀
メ
ダ

ル
、テ
ク
ニ
カ
ル
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
銅
メ
ダ

ル
と
日
本
躍
進
の
一
役
を
担
っ
た
。

　
そ
の
他
、シ
ニ
ア
部
門
で
は
日
本
が
団

体
総
合
優
勝
、マ
ス
タ
ー
部
門
で
も
大
森

全
理
連
理
事
長
が
金
メ
ダ
ル
と
日
本
の

技
術
の
高
さ
を
証
明
す
る
大
会
と
な
っ

た
。（
三
面
に
観
戦
記
と
写
真
）

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

森　昭人 仁尾支部長

井下正孝 氏

新
役
員
の
ご
紹
介

◆理事就任

◆観音寺支部長就任
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◇
経
過
日
誌

◦
第
一
回
三
役
会

　
四
月
十
一
日
㈪
午
前
九
時
三
十
分

組
合
事
務
所
会
議
室

◦
監
査
会

　
四
月
十
一
日
㈪
午
前
十
時

組
合
事
務
所
会
議
室

◦
第
一
回
三
役
部
長
会

　
四
月
十
一
日
㈪
午
後
一
時

組
合
事
務
所
会
議
室

◦
第
一
回
理
事
会

　
四
月
十
八
日
㈪
午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

◦
広
報
委
員
会

　
五
月
三
十
日
㈪
午
前
十
時

組
合
事
務
所
会
議
室

◦
平
成
二
十
八
年
度
通
常
総
代
会

　
五
月
二
十
三
日
㈪
午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
大
会
議
室

◦
西
讃
協
議
会
総
会

　
五
月
九
日
㈪
午
後
六
時

翆
明
殿

◦
中
讃
協
議
会
総
会

　
六
月
六
日
㈪
午
前
十
一
時

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
瀬
戸
大
橋

◦
東
讃
協
議
会
総
会

　
六
月
十
三
日
㈪
午
前
十
一
時

サ
ン
マ
リ
エ
フ
ジ
イ

◦
高
松
協
議
会
総
会

　
六
月
二
十
日
㈪
午
後
六
時

銀
波
亭

◦
中
讃
協
議
会
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　
六
月
二
十
七
日
㈪
午
前
十
一
時
三
十
分

吹
花

◦
香
川
県
理
容
競
技
大
会

　
四
月
二
十
五
日
㈪

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

◦
理
容
体
験
学
習

　
六
月
二
十
日
㈪

村
上
学
園

◦
飯
山
支
部
講
習

　
五
月
十
一
日
㈬
午
後
九
時

カ
ッ
ト
サ
ロ
ン　
マ
エ
ダ

◦
綾
南
支
部
講
習

　
六
月
十
五
日
㈬
午
後
八
時　

理
容
宮
武

四
月
四
日

◦
高
松
支
部　
午
前
十
時パ

ー
ル
ガ
ー
デ
ン

◦
綾
北
支
部　
午
前
十
時

ふ
じ
の
や

◇
行
事
予
定

◦
共
済
事
業
推
進
打
合
せ
会

　
七
月
二
十
五
日
㈪
午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

◦
講
師
認
証
講
習
会

　
九
月
五
日
㈪
午
前
十
時

愛
媛
県
ピ
ュ
ア
フ
ル
松
山
「
孔
雀
の
間
」

◦
生
衛
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー

　
七
月
二
十
五
日
㈪
午
後
一
時
三
十
分

ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
２
Ｆ
「
讃
岐
Ａ
の
間
」

◦
強
化
練
習

　
四
月
十
三
日
㈬
午
後
八
時
三
十
分

　
五
月
十
一
日
㈬
午
後
八
時
三
十
分

　
六
月
八
日
㈬
午
後
八
時
三
十
分

　
六
月
二
十
日
㈪
午
後
〇
時
三
十
分

　
七
月
十
三
日
㈬
午
後
八
時
三
十
分

　
八
月
三
十
一
日
㈬
午
後
八
時
三
十
分

　
九
月
十
四
日
㈬
午
後
八
時
三
十
分

　
十
月
十
二
日
㈬
午
後
八
時
三
十
分

　
十
一
月
九
日
㈬
午
後
八
時
三
十
分

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
２
Ｆ

◦
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
組
合
講
習

　
十
月
三
十
一
日
㈪
午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

◦
四
国
理
容
競
技
大
会

　
七
月
十
一
日
㈪
午
前
九
時
三
十
分

松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◦
第
六
十
八
回
全
国
理
容
競
技
大
会

　
十
一
月
二
十
一
日
㈪

高
知
県
立
春
野
総
合
運
動
公
園

◦
理
容
師
国
家
試
験
（
実
技
）

　
八
月
一
日
㈪

香
川
県
美
容
会
館

◦
理
容
師
国
家
試
験
（
筆
記
）

　
九
月
四
日
㈰

愛
媛
大
学
工
学
部

◦
生
活
衛
生
営
業
経
営
特
別
相
談
員
研
修
会

　
九
月
五
日
㈪
午
前
九
時
五
十
分

高
松
テ
ル
サ
三
階
視
聴
覚
室

◦
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

　
九
月
十
二
日
㈪

◦
理
容
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
九
月
十
九
日
㈪高

松
片
原
町
東
部
商
店
街

◦
管
理
理
容
師
資
格
認
定
講
習

　
九
月
二
十
六
日
㈪
午
前
九
時
三
十
分

　
十
月
十
日
㈪
午
前
九
時
三
十
分

　
十
月
十
七
日
㈪
午
前
九
時
三
十
分

愛
媛
県
理
容
師
美
容
師
試
験
研
修
セ
ン
タ
ー

◦
県
組
合
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
十
一
月
十
四
日
㈪
午
前
九
時
三
十
分

善
通
寺
市
民
体
育
館

経
過
及
び
予
定
行
事

委

員

会

総

代

会

協

議

会

講

習

会

競
技
大
会

講

習

会

支
部
総
会

講

師

会

そ

の

他

部

長

会

そ

の

他

競
技
大
会

三
役
部
長
会

理

事

会

三

役

会
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世
界
最
高
の
技
術
を
競
う
理
容
美
容

の
祭
典
・
ヘ
ア
ー
ワ
ー
ル
ド
コ
リ
ア

２
０
１
６
（
第
三
十
六
回
世
界
理
美
容

技
術
選
手
権
大
会
）
が
三
月
二
十
六

〜
二
十
八
日
の
三
日
間
（
競
技
は

二
十
七
、二
十
八
日
に
開
催
）
韓
国
・
ソ

ウ
ル
市
郊
外
の
韓
国
国
際
展
示
場
で
開

催
さ
れ
た
。
学
生
部
門
・
ジ
ュ
ニ
ア
部

門
・
シ
ニ
ア
部
門
・
マ
ス
タ
ー
部
門
で
争

わ
れ
た
。

　
こ
の
、
世
界
大
会
は
、
Ｏ
Ｍ
Ｃ
（
世
界

理
美
容
機
構
）の
主
催
で
隔
年
開
催
さ
れ

て
お
り
、今
回
で
第
三
十
六
回
を
数
え
る

歴
史
あ
る
大
会
で
あ
り
出
場
団
体
数
は

五
十
の
国
及
び
地
域
か
ら
、出
場
選
手
も

（
理
美
容
）で
千
名
が
そ
の
頂
点
を
競
い

ま
し
た
。

　

佐
藤
理
事
長
は
五
十
歳
以
上
が
出
場

し
て
い
る
マ
ス
タ
ー
ス
タ
イ
リ
ス
ト
ア

ワ
ー
ド
に
出
ら
れ
、よ
く
健
闘
さ
れ
立
派

に
５
位
入
賞
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
イ
サ
オ 

サ
ト
ウ
と
場
内
マ
イ
ク
が
告
げ
る
と
日

本
か
ら
の
応
援
団
が
一
斉
に
ワ
ア
ー
っ

と
怒
涛
の
よ
う
な
歓
声
が
沸
き
、佐
藤
理

事
長
が
応
援
団
か
ら
渡
さ
れ
た
日
の
丸

の
旗
を
持
っ
て
ス
テ
ー
ジ
へ
と
駆
け
上

が
っ
て
賞
状
を
受
け
取
ら
れ
た
。今
回
の

出
場
選
手
の
中
で
は
最
高
齢
と
の
事
で

あ
り
、日
本
か
ら
応
援
に
駆
け
つ
け
て
い

た
方
達
か
ら
絶
賛
の
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
た
。

　

今
後
の
県
下
の
若
手
理
容
師
の
道
標

が
出
来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
副
理
事
長　
山
地
重
行
）

　
長
年
「
理
容
香
川
」
編
集
長
を
務
め
る

仏
生
山
支
部
の
藤
沢
弘
順
さ
ん
が
、五
月

二
十
三
日
の
香
川
県
理
容
組
合
総
代
会

で
特
別
理
事
長
表
彰
を
受
け
た
。こ
れ
は

藤
沢
氏
が
主
幸
す
る
写
真
家
グ
ル
ー
プ

「
フ
ォ
ト
21
」が
瀬
戸
内
海
の
島
々
の
美

し
い
風
景
を
数
年
に
わ
た
り
撮
影
し
、そ

の
厳
選
さ
れ
た
作
品
を「
瀬
戸
内
海　
か

が
わ
十
八
島
め
ぐ
り
」と
し
て
写
真
集
を

刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

　
藤
沢
さ
ん
は
、人
々
が
息
づ
く
風
景
写

真
を
得
意
と
し
、香
川
県
展
写
真
の
部
で

も
長
年
入
選
を
果
た
し
て
い
る
。写
真
を

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
素
晴
ら
し
い
活

動
が
評
価
さ
れ
た
。

　
こ
の
写
真
集
は
、二
千
五
百
円
で
販
売

も
し
て
い
る
。ぜ
ひ
感
動
の
作
品
を
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
〇
八
七
ー
八
八
六
ー
六
二
三
一

　
藤
沢
弘
順
さ
ん
ま
で

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

坂井竜馬選手（綾南出身）

佐藤理事長の作品

表彰を受ける日本選手団表彰を受ける藤沢さん（左）

写真集を持つ藤沢さん

ヘ
ア
ー
ワ
ー
ル
ド
コ
リ
ア
２
０
１
６

　
　
　
　
　
　
　
　

世
界
大
会
観
戦
記

藤
沢
弘
順
さ
ん
特
別
理
事
長
表
彰

　
　
　瀬
戸
内
の
島
々
の
写
真
集
刊
行

ウ
ル
グ
ア
イ

　
　

ホ
セ
・
ム
ヒ
カ
大
統
領
来
日

　

世
界
一
貧
し
い
国
の
世
界
一
幸
せ
な

国
の
大
統
領
だ
そ
う
で
す
。先
日
テ
レ
ビ

に
出
た
時
は
、そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
く
ぎ

付
け
に
な
っ
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
語
る
一
言
一
言
は
あ
ま

り
に
も
生
き
て
ゆ
く
上
で
大
切
な
言
葉

が
多
く
書
き
き
れ
ま
せ
ん
の
で
、こ
こ
で

は
私
達
の
仕
事
に
関
係
し
て
い
た
事
を

一
つ
二
つ
書
い
て
み
ま
し
た
。（
一
）生
き

る
と
い
う
事
は
学
ぶ
こ
と
（
二
）
ど
ん
な

年
齢
の
人
で
も
周
り
の
人
を
し
あ
わ
せ

に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
事
。サ
ー
ビ
ス

業
の
私
達
の
事
を
言
わ
れ
て
い
る
気
が

し
ま
せ
ん
か
？
技
術
プ
ラ
ス
心
嬉
し
い

反
面
、
そ
の
責
任
も
大
き
い
で
す
よ
、
と

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
、と
て
も
勉
強
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
参
考
に
な
れ
ば
…
と
。

　
　
　
　
　
（
坂
出
支
部　
藤
田
千
慧
美
）

コ

ラ

ム
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◆
平
井
支
部
総
会

　

平
成
二
十
八
年
平
井
支
部
総
会
を
十

川
西
町
の
多
田
苑
で
三
月
二
十
八
日
十

時
よ
り
開
催
致
し
ま
し
た
。組
合
員
数
の

内
、出
席
者
数
と
委
任
状
で
組
合
総
会
成

立
し
た
後
、
議
長
選
出
、
付
議
事
項
事
業

報
告
、予
算
収
支
決
算
と
次
々
と
承
認
を

受
け
て
来
年
度
予
算
の
承
認
を
得
ま
し

た
。

　
多
田
新
支
部
長
の
下
、先
般
に
お
け
る

見
舞
金
慶
弔
費
な
ど
入
院
期
間
の
短
縮

や
家
族
葬
な
ど
の
動
向
の
変
化
に
応
じ

て
臨
機
応
変
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
決
議
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

三
ツ
星
マ
ー
ク
や
Ｋ
Ｉ
Ｄ
ｓ
理
容
サ
ロ

ン
、こ
ど
も
１
１
０
番
の
ス
テ
ッ
カ
ー
の

利
用
状
況
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
も
っ

と
お
客
様
に
Ｐ
Ｒ
を
す
る
旨
、組
合
員
の

皆
様
に
ご
理
解
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、組

合
員
数
の
減
少
問
題
で
は
、各
支
部
共
通

の
課
題
で
あ
り
新
加
入
者
の
勧
誘
は
基

よ
り
、高
齢
を
理
由
に
脱
会
す
る
店
に
Ｓ

マ
ー
ク
継
続
負
担
金
を
組
合
が
負
担
す

る
、新
規
加
入
者
入
会
金
も
組
合
が
負
担

す
る
な
ど
の
案
を
継
続
審
議
と
し
て
部

長
会
、役
員
会
で
十
分
に
話
し
合
い
来
年

の
総
会
審
議
に
加
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
か
ら
組
合
共
済

加
入
の
利
点
の
話
が
あ
っ
た
後
、懇
親
会

に
移
り
ま
し
た
。懇
親
会
で
は
快
進
撃
の

高
松
商
業
の
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（
平
井
支
部
広
報　
高
橋
政
俊
）

◆
丸
亀
支
部
女
性
部
総
会

　
梅
が
咲
き
ほ
こ
る
二
月
二
十
二
日
夜
、

丸
亀
支
部
女
性
部
は
「
く
ら
や
」
に
て
総

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

初
め
に
女
性
部
長
の
山
内
さ
ん
の
挨

拶
、そ
し
て
忙
し
い
中
出
席
し
て
下
さ
っ

た
白
川
支
部
長
の
心
温
ま
る
お
話
を
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

目
の
前
の
ご
ち
そ
う
を
横
目
に
井
手

上
さ
ん
の
会
計
報
告
並
び
に
行
事
報
告

等
に
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
こ
と
を
し
た

ら
良
い
か
意
見
を
聞
い
た
が
、何
の
意
見

も
…
。

　

次
に
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
会
計
報
告
と

県
大
会
の
決
勝
戦
で
丸
亀
Ａ
と
丸
亀
Ｂ

が
戦
い
、
丸
亀
Ａ
が
優
勝
し
、
練
習
の
成

果
が
発
揮
で
き
た
こ
と
を
報
告
し
、懇
親

会
へ
移
り
ま
し
た
。
料
理
は
さ
て
お
き
、

あ
ち
こ
ち
で
話
に
花
が
咲
き
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
女
性
部
の
活
躍

を
祈
り
、名
残
惜
し
く
解
散
し
ま
し
た
。

（
丸
亀
支
部
女
性
部　
西
原
清
子
）

◆
香
北
支
部
が
日
帰
り
総
会
旅
行

　

香
北
支
部
が
総
会
と
組
合
員
の
親
睦

を
兼
ね
て
三
月
十
四
日
に
高
知
へ
日
帰

り
旅
行
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
朝
八
時
に
高
松
駅
に
集
合
。雨
模
様
で

し
た
が
、特
急
し
ま
ん
と
五
号
で
い
ざ
出

発
。和
気
あ
い
あ
い
と
話
が
弾
む
う
ち
に

高
知
駅
に
到
着
。
ま
ず
は「
竜
馬
の
生
ま

れ
た
町
記
念
館
で
学
芸
員
さ
ん
の
解
説

を
聞
き
な
が
ら
坂
本
竜
馬
が
生
ま
れ
た

当
時
の
高
知
に
思
い
を
馳
せ
、お
腹
も
空

い
て
き
た
の
で
、お
待
ち
か
ね
の
城
西
館

へ
。
城
西
館
で
昼
食
の
前
に
総
会
を
開

会
。
滞
り
な
く
全
案
ご
承
認
を
い
た
だ

き
、美
味
し
い
高
知
料
理
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、高
知
城
グ
ル
ー
プ
と
、

ひ
ろ
め
市
場
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
高
知

散
策
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
最
後
は
、ひ
ろ
め
市
場
で
今
ま
さ
に
旬

の
カ
ツ
オ
の
た
た
き
を
お
土
産
に
楽
し

い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
香
北
支
部　
小
松
芳
浩
）

◆
高
松
支
部
が
総
会
を
開
催

　

平
成
二
十
八
年
四
月
四
日
㈪
午
前
十

時
よ
り
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
に
於
い
て
、高

松
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。藤
川

和
久
副
支
部
長
の
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、

川
筋
正
仁
支
部
長
の
挨
拶
後
、表
彰
と
続

き
ま
し
た
。
表
彰
で
は
、十
年
勤
続
従
業

員
表
彰
受
賞
者
一
名
、厚
生
部
奉
仕
奨
励

賞
受
賞
者
四
名
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、来
賓
祝
辞
、

佐
藤
功
理
事
長
の
挨
拶
、
議
長
選
出
、
事

業
報
告
、
監
査
報
告
、
決
算
報
告
、
予
算

案
審
議
、
提
出
議
案
審
議
、
役
員
改
選
と

滞
り
な
く
進
み
、横
山
実
雄
副
支
部
長
の

閉
会
の
辞
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
同
施
設
で
懇
親
会
に

移
り
、和
や
か
な
雰
囲
気
で
の
歓
談
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
役
員
の
皆
様
、
各
区
長
副
区
長
、
一
年

間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
県
広
報　
松
原
敏
晃
）

高知城を訪れた健脚支部員

支
部
だ
よ
り

第275号理　　容　　　香　　川2016年（平成28年）７月１日発行 （4）



◆
仏
生
山
支
部
総
会
開
く

　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
八
日
㈪
午

前
十
一
時
よ
り
観
翠
に
於
い
て
通
常
総

会
を
開
催
し
た
。山
崎
鎮
永
支
部
長
か
ら

二
十
七
年
度
事
業
報
告
が
あ
り「
業
界
へ

の
逆
風
は
ま
だ
ま
だ
強
ま
る
一
方
で
す

が
何
よ
り
も
組
合
員
が
一
致
団
結
し
取

り
組
ん
で
行
く
こ
と
が
大
切
、更
に
組
合

員
一
人
一
人
の
「
絆
」
を
大
切
に
こ
の
難

局
を
乗
り
越
え
て
行
く
所
存
で
す
」と
挨

拶
。韓
国
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
る
Ｏ
Ｍ
Ｃ

ヘ
ア
ワ
ー
ル
ド
世
界
大
会
に
日
本
代
表

と
し
て
出
場
さ
れ
る
佐
藤
功
理
事
長
よ

り
総
会
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
全
連
、県
組
合

が
抱
え
る
懸
案
事
項
」に
つ
い
て
大
西
等

副
理
事
長
よ
り
代
読
披
露
さ
れ
た
。平
木　

亨
支
部
顧
問
か
ら
四
国
に
新
幹
線
の
導

入
議
員
連
盟
の
立
上
げ
等
県
政
報
告
が

あ
り
、ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
前
川
毅
様
よ
り

も
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。続
け
て
各
部
長

報
告
、
収
支
決
算
報
告
、
監
査
報
告
が
あ

り
賛
成
多
数
を
以
て
原
案
通
り
可
欠
。一

般
協
議
に
入
り
、九
月
十
二
日
実
施
さ
れ

る
、
津
田
の
松
原
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・

十
一
月
頃
予
定
の
衛
生
講
習
会
・
健
康
診

断
参
加
依
頼
等
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ

◆
丸
亀
支
部
総
会
を
開
催

　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
四
日
㈪
午
前

十
時
よ
り
オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル
丸
亀
に
お

い
て
丸
亀
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
白
川
支
部
長
の
開
会
の
辞
の
後
、事
業

報
告
、決
算
報
告
等
諸
事
も
滞
り
な
く
終

わ
っ
て
記
念
写
真
を
撮
り
、懇
親
会
に
入

り
、会
食
し
な
が
ら
楽
し
く
歓
談
し
て
友

好
を
深
め
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
丸
亀
支
部
広
報　
西
原
正
登
）

さ
れ
た
。審
議
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
坂

東　

昇
常
任
相
談
役
の
閉
会
の
挨
拶
を

も
っ
て
懇
親
会
へ
と
移
行
し
た
。

（
県
広
報　
藤
沢
弘
順
）

◆
飯
山
支
部
夜
間
講
習
会
開
催

　

五
月
十
一
日
㈬
午
後
九
時
頃
か
ら
、

カ
ッ
ト
サ
ロ
ン・マ
エ
ダ
に
於
い
て
、松
原

敏
晃
県
講
師
を
お
招
き
し
て
「
剃
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
ぼ
か
す
」
技
術
、
高
度
な
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
モ
デ
ル
さ
ん
で
分
か
り
や
す
く

解
説
を
し
な
が
ら
熱
心
に
指
導
し
て
下
さ

り
、
二
パ
タ
ー
ン
の
素
敵
な
ヘ
ア
ス
タ
イ

ル
が
完
成
、
盛
大
な
拍
手
が
起
こ
り
、
大

林
支
部
長
が
「
お
疲
れ
の
と
こ
ろ
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
、
先
生
と
皆
さ
ん

へ
お
礼
の
言
葉
で
有
意
義
な
講
習
会
は
、

午
後
十
一
時
少
し
前
に
終
了
し
た
。

（
飯
山
支
部
広
報　
平
尾
み
ち
子
）

◆
三
豊
中
央
支
部
総
会

　

平
成
二
十
八
年
三
月
七
日
㈪
魚
繁
に

お
い
て
午
前
十
時
よ
り
支
部
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
開
会
の
辞
の
後
、佐
藤
理

事
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、

衆
議
院
議
員
大
野
敬
太
郎
氏
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
事
業
報
告
・
会
計
報
告
・

監
査
報
告
と
進
み
、次
年
度
の
予
算
案
、

そ
し
て
そ
の
他
協
議
事
項
で
承
認
を
頂

き
、総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
十
二
時
よ

り
懇
親
会
に
う
つ
り
、久
々
の
座
談
会
の

よ
う
な
酒
宴
を
し
ま
し
た
。参
加
人
数
も

少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、和
気
あ
い
あ
い

と
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。二
十
八
年
度
が

今
か
ら
始
ま
る
と
思
い
、気
を
引
き
締
め

ま
し
た
。

（
三
豊
中
央
支
部
広
報　
森　
健
二
）

◆
綾
北
支
部
二
十
八
年
度
総
会
開
く

　

平
成
二
十
八
年
四
月
四
日
午
前
十
時

よ
り
、「
ふ
じ
の
や
」
に
於
い
て
綾
北
支

部
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、佐
藤
理
事
長
の
挨
拶
文
を
大
西

副
理
事
長
よ
り
代
読
さ
れ
ま
し
た
。司
会

を
受
け
持
っ
た
松
本
副
支
部
長
の
言
葉

か
ら
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。西
原
支
部

長
の
挨
拶
後
、
各
部
長
報
告
、
二
十
八
年

度
事
業
計
画
案
、収
支
決
算
報
告
の
後
、

議
案
審
議
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
に
移
り
、佐
竹
相
談
役
の
乾
杯

の
音
頭
後
、い
つ
も
な
が
ら
和
や
か
な
時

が
過
ぎ
ま
し
た
。
組
合
員
減
少
の
中
、今

年
も
総
会
を
開
催
で
き
た
こ
と
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

（
綾
北
広
報
部
長　
藤
井
小
百
合
）

◆
飯
山
支
部
総
会

　
三
月
十
四
日
㈪
午
前
十
時
三
十
分
、冷

た
い
小
雨
の
降
る
な
か
、飯
山
町
の
飯
峰

亭
に
理
容
組
合
飯
山
支
部
の
面
々
が
集

合
す
る
。平
成
二
十
八
年
度
総
会
は
大
林

隆
文
支
部
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、佐
藤
功

理
事
長
が
「
三
つ
星
マ
ー
ク
」
の
額
入
り

を
胸
に
組
織
の
重
要
な
課
題
を
力
説
さ

れ
た
。
続
い
て
各
部
長
の
事
業
報
告
、会

計
の
香
川
健
児
氏
の
決
算
報
告
ま
で
を

津
村
憲
一
氏
が
巧
み
に
司
会
進
行
、最
後

に
会
計
監
査
の
津
村
憲
一
氏
が
適
切
で

あ
っ
た
と
報
告
が
あ
り
、満
場
一
致
の
盛

大
な
拍
手
で
総
会
は
終
了
。

　
続
い
て
懇
親
会
が
催
さ
れ
、ご
来
賓
の

坂
出
支
部
宮
脇
勇
氏
、綾
北
支
部
西
原
正

博
氏
、両
氏
か
ら
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

君
羅
雅
博
氏
が
お
礼
の
言
葉
と
乾
杯
の

音
頭
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
、親
睦

を
図
っ
た
一
日
で
あ
っ
た
。

（
飯
山
支
部
広
報　
平
尾
み
ち
子
）
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全
国
大
会
出
場
を
か
け
た
前
哨
戦
、香

川
県
理
容
競
技
大
会
が
四
月
二
十
五
日

㈪
に
高
松
市
郷
東
町
の
香
川
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
で
午
前
十
一
時
よ
り
開

催
さ
れ
た
。

　
開
会
式
で
は
、
平
井
卓
也
、
磯
崎
仁
彦

両
国
会
議
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、多
く

の
ご
来
賓
出
席
の
中
、佐
藤
功
理
事
長
が

「
少
年
よ
、大
志
を
抱
け
」
の
言
葉
を
用

い
な
が
ら
、
よ
り
高
い
目
標
を
持
ち
、
日

頃
練
習
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
と
挨
拶
。善
通
寺
支
部

の
清
水
光
時
選
手
の
力
強
い
宣
誓
に
続

き
、
熱
戦
に
火
蓋
が
切
ら
れ
た
。

　
今
年
の
競
技
大
会
は
、昨
年
か
ら
県
講

師
会
が
取
り
組
む
強
化
練
習
の
成
果
で

久
し
ぶ
り
に
全
国
種
目
の
す
べ
て
に
選

手
が
出
場
し
、華
や
か
な
大
会
と
な
っ
た
。

世
界
の
技
を
再
現

　
す
べ
て
の
競
技
、
審
査
が
終
了
し
、
成

績
発
表
ま
で
の
間
、三
月
に
韓
国
ソ
ウ
ル

で
開
催
さ
れ
た
世
界
大
会
で
五
位
入
賞

を
果
た
し
た
佐
藤
理
事
長
が
世
界
大
会

作
品
の
再
現
デ
モ
ス
ト
が
行
わ
れ
た
。い

つ
も
に
増
し
て
真
剣
な
表
情
の
佐
藤
理

事
長
の
華
麗
な
技
に
選
手
は
も
ち
ろ
ん
、

観
客
か
ら
も
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
引
き
続
き
、川
筋
正
仁
審
査
委
員
長
の

審
査
講
評
が
あ
り
、
成
績
発
表
が
行
わ

れ
、
表
彰
式
で
は
大
き
な
歓
声
に
包
ま

れ
、四
国
大
会
に
期
待
を
持
た
せ
る
結
果

と
な
っ
た
。

成
績
は
次
の
通
り　
　
　
　
（
敬
称
略
）

《
第
一
部
門
》

ク
ラ
シ
カ
ル
カ
ッ
ト
・

　
　
　
　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
テ
ゴ
リ
ー

優　
勝　
藤
井　
壮
司
（
高
瀬
）

準
優
勝　
堤　
眞
由
美
（
高
松
）

《
第
二
部
門
》

ト
レ
ン
ド
カ
ッ
ト
・
オ
ン
・
レ
デ
ィ
ス

優　
勝　
冨
田　
優
作
（
高
松
）

準
優
勝　
岡
坂　
和
美
（
高
松
）

《
第
三
部
門
》

ト
レ
ン
ド
カ
ッ
ト
・
オ
ン
・

　
　
　
　

メ
ン
ズ
Ｘ
Ｙ
ｃ
ｏ
ｄ
ｅ-

Ｅ

優　
勝　
清
水　
光
時
（
善
通
寺
）

《
第
四
部
門
》

マ
ス
タ
ー
ス
タ
イ
リ
ス
ト
ア
ワ
ー
ド

優　
勝　
増
田　
重
昭
（
坂
出
）

優
秀
賞　
北
地　
一
行
（
高
松
）

優
秀
賞　
野
崎　
耕
次
（
さ
ぬ
き
）

《
第
六
部
門
》

ウ
イ
ッ
グ
・
ト
レ
ン
ド
カ
ッ
ト
・

　
　

オ
ン
・
メ
ン
ズ
Ｘ
Ｙ
ｃ
ｏ
ｄ
ｅ-

Ｅ

優　
勝　
丸
岡　
弘
純
（
善
通
寺
）

《
第
七
部
門
》

ク
ラ
シ
カ
ル
バ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　

ド
ラ
イ
ヤ
ー
仕
上
げ

優　
勝　
山
内　
祐
二
（
多
度
津
）

準
優
勝　
横
山　
賢
人
（
高
松
）

三　
位　
中
村　
翔　
（
高
松
）

め
ざ
せ
！
日
本
一
！ 

香
川
県
理
容
競
技
大
会
開
催

開会式の様子

作品を仕上げる佐藤理事長

１部　藤井壮司選手

６部　丸岡弘純選手

３部　清水光時選手

４部　増田重昭選手

２部　冨田優作選手
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な
く
事
前
処
理
の
テ
ー
パ
ー
と
み
ら
れ

る
も
の
は
バ
ツ
で
す
。最
近
の
コ
ン
テ
ス

ト
に
お
い
て
は
テ
ー
パ
ー
し
て
い
な
い

と
良
い
作
品
が
出
来
な
い
の
が
実
状
で

す
が
減
点
の
対
象
と
な
ら
な
い
よ
う
に

勉
強
し
て
下
さ
い
。

◆
監
視
講
評

　

道
具
の
扱
い
が
少
々
雑
な
選
手
が
数

名
み
ら
れ
ま
し
た
。減
点
の
対
象
で
は
無

い
し
、限
ら
れ
た
少
な
い
時
間
で
良
い
も

の
を
作
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
分
か

り
ま
す
が
見
て
い
て
良
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。原
点
は
お
客
様
を
施
術
す
る

こ
と
で
あ
り
、良
い
作
品
を
作
る
人
は
仕

事
ぶ
り
も
道
具
の
扱
い
も
良
い
で
す
。こ

れ
か
ら
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
西
讃
協
議
会
役
員
総
会

　

平
成
二
十
八
年
五
月
九
日
㈪
魚
繁
に

て
午
後
五
時
三
十
分
よ
り
役
員
総
会
と

懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
総
会
の
前
に
、推
薦
業
者
の
日
本
毛
髪

医
科
学
研
究
所
の
レ
イ
ソ
ー
育
毛
剤
・
日

本
ト
リ
ム
の
水
素
水
整
水
器
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
西
讃
協
議
会
役
員
出
席

二
十
名
、委
任
状
二
名
で
総
会
を
始
め
ま

し
た
。
開
会
の
辞
か
ら
始
ま
り
、山
地
副

理
事
長
の
挨
拶
と
佐
藤
理
事
長
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
引
き
続
き
事
業
報
告
・
会
計
報

告
・
監
査
報
告
・
二
十
八
年
度
の
計
画
案

の
承
認
を
頂
き
、閉
会
の
辞
で
終
了
し
ま

し
た
。

　

懇
親
会
に
う
つ
り
相
談
役
の
前
西
讃

協
議
会
長
・
川
田
氏
の
乾
杯
の
後
、
和
や

か
に
酒
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。一
年
間
の

思
い
を
そ
れ
ぞ
れ
が
話
し
合
え
る
い
い

時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
も
終
わ
り
、二
十
八
年
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

（
西
讃
協
議
会
広
報　
森　
健
二
）

◆
中
讃
協
議
会
が

　
　
　
　
　
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

快
晴
で
桜
が
満
開
の
ゴ
ル
フ
日
和
の

四
月
十
一
日
㈪
、高
松
ゴ
ー
ル
ド
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
で
中
讃
協
議
会
恒
例
の
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

優　
勝　
吉
見
健
一
（
綾
南
）

準
優
勝　
大
林
智
紀
（
飯
山
）

三　
位　
香
川
健
児
（
飯
山
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
綾
南
支
部
長　
吉
見
一
秀
）

協
議
会
だ
よ
り

《
第
八
部
門
》

ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ

優　
勝　
福
江　
李
衣
（
丸
亀
）

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

◆
審
査
講
評

【
第
一
部
門
】

　

ク
ラ
シ
カ
ル
カ
ッ
ト
・

　
　
　
　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
テ
ゴ
リ
ー

　
カ
ッ
ト
・
カ
ラ
ー
・
フ
ォ
ル
ム
等
、
雰

囲
気
は
大
変
良
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、

細
か
い
技
術
面
で
毛
束
の
チ
リ
つ
き
が

気
に
な
り
ま
し
た
。ネ
ッ
ク
周
り
の
カ
ッ

ト
を
も
う
少
し
丁
寧
に
し
て
く
だ
さ
い
。

刈
毛
の
処
理
に
も
注
意
し
て
下
さ
い
。

【
第
二
部
門
】

　

ト
レ
ン
ド
カ
ッ
ト
・
オ
ン
・
レ
デ
ィ
ス

　

パ
ー
マ
表
現
は
良
く
出
来
て
い
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。カ
ラ
ー
を
も
う
少

し
工
夫
し
て
ト
ー
タ
ル
で
デ
ザ
イ
ン
を

考
え
て
く
だ
さ
い
。セ
ッ
ト
だ
け
で
な
く

カ
ッ
ト
の
良
さ
を
出
せ
た
ら
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

【
第
三
部
門
】

　

ト
レ
ン
ド
カ
ッ
ト
・
オ
ン
・
メ
ン
ズ

　
　
　
　
　
　
　

Ｘ
Ｙ 

ｃ
ｏ
ｄ
ｅ-

Ｅ

　

カ
ッ
ト
は
ま
ず
ま
ず
出
来
て
い
ま
し

た
が
、
セ
ッ
ト
５
分
の
中
で
Ｘ
Ｙ 

ｃ
ｏ

ｄｅ-

Ｅ
の
表
現
が
十
分
に
出
せ
て
い
な

か
っ
た
で
す
。も
っ
と
完
成
度
を
高
め
て

く
だ
さ
い
。

【
第
六
部
門
】

　

ウ
ィ
ッ
グ　

ト
レ
ン
ド
カ
ッ
ト
・

　

オ
ン
・
メ
ン
ズ　

Ｘ
Ｙ 

ｃ
ｏ
ｄ
ｅ-

Ｅ

　

雰
囲
気
は
出
て
い
ま
し
た
が
カ
ッ
ト

セ
ッ
ト
共
に
も
う
一
つ
と
い
う
感
じ
で

し
た
。練
習
の
余
地
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
の
で
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
第
七
部
門
】

　

ク
ラ
シ
カ
ル
バ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

ド
ラ
イ
ヤ
ー
仕
上
げ

　
全
作
品
共
、ク
ラ
シ
カ
ル
を
理
解
し
て

作
っ
て
い
る
の
は
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、

シ
ル
エ
ッ
ト
・
流
れ
・
面
・
艶
等
す
べ
て

の
面
で
も
う
一
つ
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

刈
上
げ
、
梳
き
を
勉
強
し
て
下
さ
い
。

【
第
八
部
門
】
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
大
変
良
く
巻
け
て
い
ま
し
た
。実
力
は

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、も
っ
と
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
ス
タ
ー
ス
タ
イ
リ
ス
ト
ア
ワ
ー
ド

　
全
作
品
共
、素
晴
ら
し
く
甲
乙
つ
け
が

た
い
も
の
で
し
た
。
本
当
に
素
晴
ら
し

か
っ
た
で
す
。

◆
モ
デ
ル
審
査
講
評

　
全
種
目
（
カ
ッ
ト
競
技
）
を
通
し
て
、

事
前
処
理
の
テ
ー
パ
ー
に
つ
い
て
問
題

が
あ
り
ま
し
た
。自
然
な
テ
ー
パ
ー
で
は

出場選手とモデルの皆さん。前列は１部〜３部優勝者

７部　山内祐二選手８部　福江李衣選手
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入
っ
て
安
心
！
全
理
連
共
済

　
皆
さ
ん
は
生
保
、損
保
等
の
掛
け
金
は

よ
く
「
お
守
り
」
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

病
気
で
入
院
、車
の
事
故
な
ど
が
な
け
れ

ば
そ
の
ほ
う
が
良
い
と
私
も
思
い
ま
す
。

　

私
は
平
成
二
十
年
に
心
筋
梗
塞
に
な

り
カ
テ
ー
テ
ル
の
ス
テ
ン
ト
挿
入
の
手

術
を
し
ま
し
た
。そ
し
て
入
院
二
週
間
休

業
し
ま
し
た
。こ
の
時
二
種
類
の
組
合
共

済
に
加
入
し
て
い
た
の
で
給
付
金
を
頂

き
有
難
か
っ
た
で
す
。入
院
す
る
と
治
療

費
、
部
屋
代
、
食
費
、
雑
費
等
費
用
が
嵩

み
ま
す
。こ
の
時
組
合
共
済
に
加
入
し
て

い
れ
ば
本
当
に
助
か
り
ま
す
。七
十
歳
以

降
の
掛
け
金
が
安
け
れ
ば
も
っ
と
良
い

の
で
す
が
…
（
笑
）。
私
の
経
験
上
身
体

の
具
合
が
気
に
な
れ
ば
早
く
病
院
へ
行

く
こ
と
で
す
ね
。

　
私
は
今
七
十
二
歳
で
す
。八
年
前
の
手

術
以
後
過
激
な
事
さ
え
し
な
け
れ
ば
仕

事
、ま
た
多
く
の
趣
味
で
エ
ン
ジ
ョ
イ
し

て
い
ま
す
。（香

北
支
部　
中
西
喜
美
男
）

組
合
員
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
井
支
部
地
域
の
お
ま
つ
り
で
す
！

　

さ
ぬ
き
に
は
三
つ
の
龍
が
い
た
の
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
満
濃
太
郎
、神
内
二

郎
、三
谷
三
郎
と
い
う
三
匹
の
龍
で
す
。

い
ず
れ
も
た
め
池
の
守
り
神
で
す
。（
旧
）

高
松
市
南
部
、（
今
）
地
図
的
に
は
高
松

市
の
中
心
に
三
谷
三
郎
池
と
い
う
た
め

池
が
あ
り
ま
す
。そ
の
池
の
た
も
と
で
花

火
が
上
り
ま
す
。八
月
二
十
七
日
八
時
半

頃
で
す
。今
年
で
五
回
目
に
な
る
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
の
行
事
で
す
。地
元
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
立
ち
上
げ
は
ぐ
く
み
つ
つ
あ

る
花
火
大
会
で
す
。打
ち
上
げ
時
刻
は
天

候
や
飛
行
機
の
関
係
で
前
後
し
ま
す
が
、

ぜ
ひ
目
の
当
た
り
に
し
て
く
だ
さ
い
。三

谷
三
郎
池
の
水
面
に
映
る
三
尺
玉
花
火

が
、天
に
駆
け
上
っ
た
お
と
ん
ぼ
（
末
っ

子
）
の
龍
に
見
え
る
姿
を
。

　
駐
車
場
及
び
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、三
谷

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
〇
八
七
ー
八
八
九
ー

四
九
三
八
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
平
井
広
報　
高
橋
政
俊
）

　
佐
藤
理
事
長
が
世
界
大
会
で
見
事
入
賞
を

果
た
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
あ
の
お
歳
で

（
失
礼
）
毎
日
の
練
習
を
欠
か
さ
ず
結
果
を

出
さ
れ
た
こ
と
に
尊
敬
し
か
な
い
。
ま
た
、

今
回
の
世
界
大
会
で
は
、
シ
ニ
ア
部
門
と
マ

ス
タ
ー
部
門
で
優
勝
を
飾
る
な
ど
目
覚
ま
し

い
活
躍
に
日
本
が
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
理
容

技
術
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。

　
最
近
、
香
川
で
も
多
く
の
外
国
人
観
光
客

を
目
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

も
は
や
大
都
市
で
の
買
い
物
が
目
的
で
は
な

く
、
日
本
の
行
き
と
ど
い
た
サ
ー
ビ
ス
目
的

で
の
来
日
も
少
な
く
な
い
よ
う
だ
。

　
そ
こ
で
ソ
ウ
ル
で
世
界
一
の
理
容
業
。
ア

ジ
ア
系
観
光
客
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

は
、
宣
伝
効
果
抜
群
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ

と
思
う
。
日
本
の
理
容
体
験
が
旅
行
目
的
な

ど
夢
の
話
か
？

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

 

編
集
後
記

編
集
室
よ
り
お
知
ら
せ

次
回
十
月
号
の
発
行
の
原
稿
締
め

切
り
は
八
月
末
日
で
す
。

皆
様
の
ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
六
〇
ー
〇
〇
六
二

香
川
県
高
松
市
塩
上
町

　
　
　
　
　
　
二
丁
目
五
番
二
二
号

香
川
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
広
報
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
七
ー
八
三
四
ー
七
六
四
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
七
ー
八
三
三
ー
二
〇
八
一

Kagaw
a-riyo@

live.jp
　
　
　
　
　
　
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ぴ
ん
ぴ
ん
の
鯛
が
届
い
た
半
身
ず
つ

　
　
　刺
身
と
煮
付
け
に
夕
飯
決
ま
る

新
緑
の
飯
野
山
裾
に
広
が
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　一
面
金
色
の
麦
畑

楽
し
み
を
持
ち
な
と
友
が
笑
い
言
う

　プ
ラ
ン
タ
ー
に
ト
マ
ト
植
え
て
み
る

飯
山
支
部　
平
尾
み
ち
子

も
う
少
し
私
を
見
て
と
言
う
よ
う
に

　
　
　
　色
と
り
ど
り
の
道
は
続
き
ぬ

坂
出
支
部　
藤
田
千
惠
美

霧
深
く
船
も
お
ぼ
ろ
や
瀬
戸
静
か

坂
出
支
部　
藤
田
千
惠
美

鳥
居
よ
り
木
漏
れ
日
や
さ
し
い
ろ
の
闇

坂
出
支
部　
藤
田
千
惠
美

短　

歌

俳　

句

川　

柳
文

芸

欄

◦
黒
田　
茂
三
郎
氏
（
七
十
歳
）

　
平
成
二
十
八
年
五
三
十
日

　
黒
田
理
容
所
（
豊
浜
支
部
）

　ご
生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、
心
か
ら

　ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
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